
中
尾
委
員
長
は
開
会
の
あ
い
さ
つ

で
退
職
手
当
削
減
問
題
に
つ
い
て
の

と
り
く
み
を
話
し
た
後
、
香
教
組
が

1
年
間
と
り
く
ん
だ
成
果
と
課
題
を

述
べ
ま
し
た
。

成
果
で
は
、
た
く
さ
ん
香
教
組
の

仲
間
が
増
え
、
青
年
部
の
動
き
が
で

き
て
い
る
こ
と
。
寄
宿
舎
指
導
員
採

用
試
験
を
香
教
組
障
害
児
学
校
寄
宿

舎
部
会
が
中
心
に
な
っ
て
と
り
く
み
、

再
開
さ
せ
た
こ
と
。
女
性
部
な
ど
の

交
渉
に
よ
り
、
来
年
度
小
４
ま
で
の

35
人
以
下
学
級
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。
明
成
社
の
高
校
教
科

書
を
採
択
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
・
香

川
民
研
が
「
育
鵬
社
教
科
書
批
判
」

報
告
集
を
発
行
し
、
注
目
さ
れ
て
い

る
こ
と
。｢

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
啓
発
資

料
」
を
全
職
員
に
配
布
さ
せ
た
こ
と
。

課
題
は
、
退
職
手
当
削
減
に
続
き
、

県
独
自
カ
ッ
ト
の
継
続
、
国
家
公
務

員
並
み
の
給
与
カ
ッ
ト
の
地
方
へ
の

波
及
に
対
し
、
た
た
か
っ
て
い
く
こ

と
。
競
争
主
義
的
な
教
育
や
教
育
の

管
理･

統
制
に
対
し
、
対
抗
し
て
い

く
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
、
い
じ
め
・
体
罰
問
題
に

触
れ
、
い
じ
め･

体
罰
を
い
っ
そ
う

す
る
た
め
、
自
主
的･

民
主
的
な
教

育
を
行
っ
て
い
く
こ
と
。
保
護
者･

子
ど
も･

父
母
国
民
が
こ
の
問
題
を

真
摯
に
議
論
し
、
解
決
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
最
も
重
要
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
大
久
保
書
記
長
が
、
人
事

異
動
の
と
り
く
み
、
教
職
員
の
賃
金

を
め
ぐ
る
状
況
、
長
時
間
労
働
に
対

す
る
と
り
く
み
、
少
人
数
学
級
実
現

を
求
め
る
運
動
な
ど
２
０
１
２
年
度

の
運
動
の
経
過
と
総
括
に
つ
い
て
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
各
支
部
や
専
門
部
か

ら
多
く
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
２
０
１
３
年
度
の
役
員
選
出
、

「
大
会
決
議
」
の
採
択
を
行
い
、
大

会
は
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

児
童
に
体
力
を
つ
け

さ
せ
よ
う
と
、
屋
外
で

体
を
動
か
す
遊
び
時
間

を
設
け
る
試
み
が
東
京

都
内
の
公
立
小
学
校
で
始
ま
る
。

「
外
遊
び
の
義
務
化
」
だ
。
最
近
の

子
ど
も
た
ち
は
、
塾
通
い
や
ゲ
ー
ム

の
普
及
な
ど
で
外
で
遊
ぶ
児
童
が
少

な
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
た
め

休
み
時
間
や
放
課
後
に
教
員
が
主
導

し
、
毎
日
計
60
分
間
、
外
遊
び
を
す

る
▼
私
も
若
い
頃
、
昼
休
み
、
放
課

後
も
よ
く
子
ど
も
と
サ
ッ
カ
ー
、
ド
ッ

ジ
、
お
に
ご
っ
こ
な
ど
を
し
て
遊
ん

だ
。
遊
び
の
中
で
子
ど
も
の
優
し
さ

や
勝
ち
気
な
性
格
な
ど
大
事
な
面
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
遊
び
を

通
し
て
子
ど
も
た
ち
と
つ
な
が
り
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
▼
学
力
、
学

力
と
言
っ
た
り
、
成
績
主
義
賃
金
を

導
入
し
た
り
し
て
子
ど
も
た
ち
と
教

職
員
は
遊
び
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
。

遊
ん
で
い
る
と
、
ボ
ー
ナ
ス
が
下
が

る
の
で
は
な
い
か
心
配
で
遊
べ
な
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
体
力
が
落
ち
た
、

い
じ
め
問
題
が
起
き
た
な
ど
の
対
応

策
と
し
て
遊
び
の
義
務
化
と
は
い
か

が
な
も
の
か
。
勤
務
時
間
内
に
終
わ

ら
な
い
仕
事
が
ま
す
ま
す
増
え
る
▼

全
教
が
昨
年
秋
に
行
っ
た
勤
務
実
態

調
査
２
０
１
２
の
中
間
報
告
が
出
た
。

月
平
均
90
時
間
の
残
業
。
過
労
死
ラ

イ
ン(

80
時
間
）
を
と
う
に
超
え
て

い
る
。
死
ね
と
で
も
言
う
の
か
。
残

業
を
減
ら
し
、
成
績
主
義
賃
金
を
な

く
せ
ば
、
少
し
は
遊
ぼ
う
か
な
と
い

う
気
持
ち
に
は
な
る
と
思
う
。
遊
び

な
が
ら
ボ
ー
ナ
ス
の
こ
と
な
ど
考
え

た
く
も
な
い
。
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休
刊
の
お
知
ら
せ

３
月
30
日
号
の
香
川
教
育
は

休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

香
教
組
は
２
月
23
日
に
第
89
回
定
期
大
会
を
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
で
開
き
、

お
よ
そ
80
人
の
代
議
員
・
役
員
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
的
に
は
い
じ
め
・
体
罰
問
題
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
、

退
職
手
当
削
減
、
国
家
公
務
員
並
み
に
地
方
公
務
員
も
給
与
カ
ッ
ト
な
ど

教
職
員
の
生
活
と
権
利
へ
の
攻
撃
が
強
ま
る
中
で
の
大
会
で
し
た
。

代
議
員
か
ら
は
学
校
現
場
で
の
子
ど
も
や
教
職
員
の
困
難
な
状
況
が
報

告
さ
れ
る
一
方
、
困
難
な
中
だ
か
ら
こ
そ
職
場
の
期
待
に
こ
た
え
る
運
動

が
必
要
で
あ
る
な
ど
の
熱
心
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あいさつする
中尾委員長

い
じ
め
を
解
決
す
る
力
は
、

子
ど
も
、
教
育
の
中
に
あ
る
。

全
教
青
年
部
副
部
長
安
部
先
生

は
管
理
的
な
教
育
の
広
が
り
は

優
し
い
先
生
の
力
を
奪
う
と
言
っ

て
い
る
。
日
本
弁
護
士
連
絡
会

は
人
権
擁
護
大
会
で
「
教
育
の

統
制
と
競
争
主
義
的
な
教
育
の

見
直
し
」
を
全
会
一
致
で
採
択

し
た
。

退
職
手
当
削
減
は
将
来
に
渡
っ

て
全
体
の
賃
金
削
減
。
若
い
人

に
被
害
甚
大
。

全
教
が
昨
年
勤
務
実
態
調
査

を
行
っ
た
。
中
間
報
告
で
は
残

業
が
平
均
月
89
時
間
59
分
。
過

労
死
ラ
イ
ン
が
80
時
間
。
い
の

ち
・
健
康
に
関
わ
る
。
い
い
教

育
が
で
き
る
の
か
。

全
教
自
動
車
保
険
は
教
職
員

家
族
を
守
る
保
険
。
禁
固
刑
に

な
る
と
職
を
失
う
。
重
大
事
故

が
起
き
た
ら
、
代
理
店･

弁
護

士･

全
教
が
禁
固
刑
に
な
ら
な

い
よ
う
相
談
す
る
。
こ
ん
な
こ

と
が
で
き
る
の
は
全
教
自
動
車

保
険
だ
け
だ
。

全
教
共
済
を
全
教
共
済
局
に

位
置
づ
け
。
組
織
拡
大
と
一
体

で
と
り
く
む
。

教
職
員
賠
償
責
任
教
済
を
自

主
共
済
化
。
医
療
共
済
の
手
術

見
舞
金
を
改
正
し
た
。
公
的
保

険
が
き
く
手
術
に
は
見
舞
金
が

出
る
。

若
い
人
が
共
済
に
入
っ
て
き

て
い
る
。
職
場
で
声
を
か
け
て

ほ
し
い
。

全教
今谷書記長

全教共済
平尾専務理事
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未
分
会
訪
問

年
２
回
、
全
部
の
学
校
を
訪

問
し
、
署
名
行
動
を
し
た
り
、

情
宣
を
配
布
し
た
り
し
て
い
る
。

今
年
は
退
職
金
問
題
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
署
名
や
カ
ン
パ
に
協

力
い
た
だ
い
た
。
署
名
目
標
は

３
５
０
筆
。
丸
亀
市
の
教
職
員

の
過
半
数
と
な
る
数
だ
か
ら
。

訪
問
し
て
い
る
人
の
年
齢
層

が
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の

訪
問
を
若
手
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
今
後
の
課
題
だ
。

（
丸
亀
支
部
・
大
野
孝
之
）

高
松
支
部
の
活
動

今
年
度
支
部
長
に
な
り
、
他

支
部
の
署
名
数
や
カ
ン
パ
額
が

気
に
な
り
だ
し
た
。
ま
ず
は
支

部
執
行
委
員
が
が
ん
ば
っ
て
や

ろ
う
と
声
を
上
げ
て
い
る
。
同

時
に
力
を
入
れ
た
の
は
情
宣
で

あ
る
。
交
渉
後
、
５
回
発
行
し

た
。
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う

の
は
、｢

支
部
全
員
に
大
切
な
内

容
が
伝
わ
る
こ
と
」
「
次
回
の

交
渉
に
役
立
つ
こ
と
」
で
あ
る
。

署
名･

カ
ン
パ
の
達
成
集
会
を
し

て
、
お
互
い
の
学
校
の
情
報
交

換
を
と
り
、
会
話
を
増
や
し
て
、

支
部
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

（
高
松
支
部
・
杉
村
修
）

（
発
言
は
裏
面
に
続
く
）



教
室
不
足

児
童･
生
徒
が
増
え
、
教
室
が

不
足
し
て
い
る
。
幼
稚
部
は
東

校
舎(

元
保
育
専
門
学
校
）
を
使
っ

て
い
る
。
運
動
場
を
潰
し
て
校

舎
を
建
て
て
い
る
。

工
事
が
気
に
な
っ
て
、
急
に

走
り
出
す
子
も
い
る
。

（
障
支
部
・
武
智
洋
子
）

３
学
期
制
・
県
学
習
状
況
調
査

３
学
期
制
に
戻
っ
た
さ
ぬ
き

市
の
現
状
は
始
業
式
後
も
普
通

授
業
を
し
て
い
る
。
１
年
生
の

午
前
学
習
が
な
く
な
っ
た
。
ま

た
、
懇
談
会
が
長
期
休
業
中
に

な
っ
た
の
に
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
も
依
然
と
変
わ
ら
ず
行
う
な

ど
多
忙
化
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

行
事
を
見
直
し
、
な
ぜ
戻
す
の

か
説
明
を
行
う
べ
き
だ
。

県
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て

は
、
準
備
物
の
説
明
不
足
、
訂

正
箇
所
が
多
い
。
問
題
の
答
え

が
す
で
に
問
題
文
の
中
に
あ
っ

た
り
、
内
容
に
も
不
備
が
あ
る

な
ど
現
場
が
混
乱
す
る
こ
と
が

多
い
。

（
大
川
支
部
・
田
村
実
）

代
替
が
来
な
い

８
月
末
か
ら
病
休
に
入
っ
て

い
る
先
生
の
代
替
を
探
す
が
見

つ
か
ら
ず
、
９
月
２
週
目
に
な

り
、
や
っ
と
み
つ
か
っ
た
。
50

歳
代
の
先
生
が
来
ら
れ
た
が
、

大
変
多
忙
だ
っ
た
た
め
、
１
月

７
日
に
倒
れ
、
休
ん
で
し
ま
う

こ
と
に
な
っ
た
。
今
は
６
時
間

講
師
を
８
時
間
講
師
に
切
り
替

え
て
対
応
し
て
い
る
。
短
期
間

で
担
任
が
次
々
変
わ
っ
た
た
め
、

子
ど
も
た
ち
は
落
ち
着
か
な
か
っ

た
。学

校
内
で
余
裕
の
あ
る
教
員

数
に
し
な
い
と
子
ど
も
に
落
ち

着
い
た
教
育
は
で
き
な
い
。
も
っ

と
若
い
教
員
が
育
つ
よ
う
な
教

育
環
境
、
教
育
条
件
を
整
え
る

よ
う
に
交
渉
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
高
松
支
部
・
林
康
子
）
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子
ど
も
の
教
育
を
め
ぐ
る
問
題

教
育
相
談
担
当
と
し
て
、
不

登
校
生
や
そ
の
保
護
者
、
担
任

と
関
わ
っ
て
い
る
。

本
校
に
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
二
名
、
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
一
名
配

属
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
一
度
赴
任
す
れ
ば

そ
の
中
で
何
年
間
は
継
続
し
て

ケ
ー
ス
に
関
わ
ら
な
い
と
成
果

は
見
え
て
こ
な
い
職
種
で
あ
る
。

し
か
し
、
毎
年
の
よ
う
に
人
事

を
替
え
ら
れ
、
腰
を
据
え
た
取

り
く
み
が
で
き
て
い
な
い
実
態

が
あ
る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
お
い
て

は
、
配
属
し
て
お
け
ば
よ
い
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
現
場
で

戦
力
に
な
る
よ
う
な
人
材
づ
く

り
が
必
要
だ
と
思
う
。

(

高
松
支
部
・
杉
村
智
子
）

卒
業
式
３
回

行
事
が
学
部
ご
と
に
行
わ
れ

る
。
卒
業
式
は
３
回
あ
る
。
管

理
職
の
業
務
が
増
え
た
。

署
名
活
動
に
と
り
く
み
、
マ

ン
モ
ス
化
を
解
消
し
た
い
。

（
障
支
部
・
鈴
木
弘
恵
）

教
員
研
修

｢

自
主
研
修
」
と
い
う
名
の
強

制
研
修
を
お
こ
な
っ
て
い
る
学

校
が
あ
る
。
し
か
も
早
朝
か
ら

子
ど
も
た
ち
が
登
校
し
て
く
る

ま
で
の
時
間
帯
だ
と
聞
く
。
な

ぜ
校
内
研
修
に
位
置
づ
け
ず
、

姑
息
な
手
段
を
使
う
の
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
誰
が
何
の
た
め
に

こ
の
よ
う
な
研
修
方
法
を
提
案

し
て
い
る
の
か
。
私
た
ち
は
注

視
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
高
松
支
部
・
和
爾
祥
枝
）

寄
宿
舎
指
導
員
採
用
実
現

｢

寄
宿
舎
教
育
の
充
実
・
発
展

を
求
め
る
会
」
を
発
足
し
、
全

国
に
呼
び
か
け
て
署
名
活
動
に

と
り
く
ん
だ
。

９
年
ぶ
り
に
２
名
の
正
規
採

用
が
実
現
し
た
。

（
障
支
部
・
真
鍋
真
由
美
）

香
教
組
２
０
１
３
年
度
役
員
体
制

委
員
長

大
野

孝
之

副
委
員
長

安
藤

康
司

副
委
員
長

大
久
保
和
彦

書
記
長

井
上

泉

書
記
次
長

石
川

謹
章

会
計
長

吉
田

智
子

執
行
委
員

平
尾
早
都
子

執
行
委
員

石
川
加
代
子

執
行
委
員

濱
田

里
美

執
行
委
員

鈴
木

弘
恵

＊
特
別
執
行
委
員

平
尾

行
敏

香教組第89回定期大会のようす
サンメッセ香川

青
年
部
の
と
り
く
み

青
年
部
で
は
エ
デ
ュ
カ
フ
ェ

を
月
１
回
開
催
し
て
お
り
、
庵

治
の
里
の
草
原
先
生
を
招
い
て
、

子
ど
も
た
ち
の
相
談
を
し
た
り
、

問
題
解
決
の
方
法
を
学
び
合
っ

た
り
し
て
い
る
。
若
い
教
職
員

と
経
験
年
数
の
深
い
教
職
員
が

混
ざ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
話
や

意
見
が
出
て
た
い
へ
ん
勉
強
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
。

（
高
松
支
部
・
宮
本
純
子
）

３
つ
の
問
題

高
松
支
部
の
全
員
集
会
、
支

部
集
会
で
職
場
の
問
題
が
３
つ

出
た
。

①
給
食
場
の
セ
ン
タ
ー
化

②
３
学
期
制
の
問
題

③
ク
ラ
ウ
ド
の
問
題

現
場
の
意
見
を
聞
か
ず
に
決

ま
っ
て
か
ら
知
ら
せ
る
と
言
う

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
交
渉
の

中
で
、
現
場
の
声
を
し
っ
か
り

届
け
た
い
。

（
高
松
支
部
・
平
賀
敦
郞
）

三
豊
支
部
活
動

署
名
が
届
い
て
い
な
い
分
会

に
電
話
。
署
名
用
紙
を
な
く
し

て
し
ま
っ
た
と
返
事
。
署
名
用

紙
を
届
け
る
。
署
名
が
返
っ
て

く
る
。
て
い
ね
い
な
と
り
く
み

が
大
事
。

Ｏ
Ｂ
を
語
る
会
で
は
、
今
の

管
理
職
や
教
育
長
を
Ｏ
Ｂ
が
以

前
指
導
し
た
と
い
う
話
が
出
る

と
、
見
方
が
変
わ
る
。
他
の
支

部
で
も
し
た
ら
ど
う
か
。

私
学
０
時
限
勤
務
。
職
員
室

で
倒
れ
、
心
肺
停
止
。
ど
う
に

か
現
場
復
帰
し
て
い
る
。
他
の

人
、
体
を
壊
し
５
年
残
し
て
退

職
。
何
に
一
生
懸
命
に
す
る
か

気
を
つ
け
よ
う
。

（
三
豊
支
部
・
岩
田
富
雄
）

小
４

３
５
人
学
級

小
４
の
35
人
学
級
が
実
現
し
、

明
る
い
見
通
し
が
で
き
た
。
県

教
委
も
誇
ら
し
く
言
っ
て
い
た
。

立
場
を
超
え
て
必
要
。

女
性
権
利
パ
ン
フ
を
作
成
す

る
。
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

に
し
た
い
。

（
女
性
部
・
中
尾
美
方
子
）

冬
の
ヒ
マ
ワ
リ
・
初
任
研

ひ
ま
わ
り
学
校
に
総
勢
99
名

の
参
加
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
卒

業
旅
行
と
い
う
４
年
連
続
参
加

の
学
生
も
い
た
。
特
別
支
援
学

校
の
マ
ン
モ
ス
化
の
説
明
し
、

署
名
の
協
力
を
保
護
者
に
呼
び

か
け
た
。
拍
手
を
も
ら
い
、
感

激
し
た
。

初
任
研
途
中
で
退
職
者
が
２

年
連
続
出
て
い
る
。
上
か
ら
押

し
つ
け
、
型
に
は
ま
る
教
師
の

育
成
な
ど
県
の
意
図
が
う
か
が

え
る
。
職
場
で
ふ
る
い
落
と
さ

れ
る
よ
う
な
初
任
研
で
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

（
障
支
部
・
谷
本
守
）

青
年
部
の
活
動

11
年
度
末
に
「
先
生
と
た
ま

ご
の
学
校
」
で
庵
治
の
里
・
草

原
先
生
の
講
座
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
連
続
講
座
に
な
っ
た
。
職

場
の
悩
み
を
語
れ
る
会
に
し
て

い
き
た
い
。

全
国
青
年
学
習
交
流
集
会

（
岡
山
大
会
）
に
４
名
が
参
加

し
た
。

遊
び
の
会
も
含
め
て
、
青
年

部
員
の
横
の
つ
な
が
り
を
広
げ

て
ほ
し
い
。

（
青
年
部
・
田
中
和
美
）

民
研

毎
月
例
会
を
開
き
、
今
年
度

は
育
鵬
社
教
科
書
問
題
に
つ
い

て
報
告
書
を
作
成
し
た
。
ぜ
ひ

一
読
を
。
民
研
だ
よ
り
で
も
紹

介
し
て
い
る
。
教
科
書
の
問
題

点
、
採
用
の
経
緯
に
つ
い
て
、

問
題
意
識
を
も
っ
て
ほ
し
い
。

民
研
の
ブ
ロ
グ
も
作
っ
た
。

民
研
宛
の
メ
ル
ア
ド
も
あ
る
。

来
年
度
は
学
習
状
況
調
査
に

つ
い
て
研
究
を
す
す
め
る
。
メ
ー

ル
に
て
情
報
提
供
を
し
て
ほ
し

い
。
（
高
松
支
部
・
櫛
橋
秀
晃
）

小
中
一
貫
校

勤
務
時
間
が
１
・
２
倍
。
職

員
会
は
２
回
（
小
中
ご
と
と
全

体
）中

学
生
が
落
ち
着
い
た
。
小

学
時
代
の
担
任
が
い
る
こ
と
の

よ
さ
。
反
面
、
小
学
生
の
荒
れ

が
大
き
い
。
６
年
生
が
の
び
の

び
で
き
な
い
。

（
高
松
支
部
・
井
上
泉
）

若
い
人
を
育
て
る

青
年
、
新
組
合
員
を
育
て
よ

う
と
、
教
育
実
践
や
職
場
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

若
い
人
が
一
人
に
な
っ
た
と

き
、
活
動
が
で
き
る
か
心
配
だ
。

離
れ
た
人
へ
い
か
に
声
を
か
け

る
か
、
組
合
全
体
の
課
題
だ
。

エ
デ
ュ
カ
フ
ェ
は
組
織
・
若
い

人
を
育
て
る
。
ぜ
ひ
、
声
か
け

を
！
（
高
松
支
部
・
濱
田
里
美
）


